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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユーザーが玩具素体にパーツ部材を取り付けて
自分の形態を構築することができ、その形態を変化させ
て別の形態に変化させることができる従来の形態変化玩
具にはない新しい発想で飽きのこない形態変化玩具を提
供する。
【解決手段】以下の要件を備えることを特徴とする、形
態変化玩具。
（イ）複数の素体部材を回動可能に連結してなる玩具素
体Ａと、該玩具素体Ａに着脱可能なパーツ部材Ｂとから
構成されていること。（ロ）上記玩具素体Ａには上記パ
ーツ部材を装着する装着部Ｃを設けたこと。（ハ）上記
玩具素体Ａの装着部Ｃに上記パーツ部材Ｃを装着するこ
とにより第１の形態の玩具Ｄ１を構成すること。（ニ）
上記第1の形態の玩具は第２の形態の玩具に可逆的に形
態を変化させることができること。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　以下の要件を備えることを特徴とする、形態変化玩具。
（イ）複数の素体部材を回動可能に連結してなる玩具素体と、該玩具素体に着脱可能なパ
ーツ部材とから構成されていること
（ロ）上記素体部材には上記パーツ部材を装着する装着部を設けたこと
（ハ）上記玩具素体の装着部に上記パーツ部材を装着することにより第１の形態の玩具を
構成すること
（ニ）上記第１の形態の玩具は第２の形態の玩具に可逆的に形態を変化させることができ
ること
【請求項２】
　前記パーツ部材は形態変化可能な形態変化部材と、第１の形態時に玩具素体を装飾する
装飾部材とから構成された、請求項１記載の形態変化玩具。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、形態変化玩具、詳しくはロボットの骨格を模した玩具素体にパーツ部材を取
り付けて１つの形態の玩具を形成し、この１つの形態の玩具を他の形態の玩具に変化させ
ることができるようにした形態変化玩具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、形態を変化させる形態変化玩具は様々なものが実施されてきたが、それらの玩具は
予め複数の部品が連結されて形成されているもので、これらの部品を回動させたり、スラ
イドさせたりして部品相互の関係を変えることにより形態を変化させるものであったが、
それらの形態変化玩具は見た目にも遊び方にも目新しさがなくなってきているため本出願
人から新たな形象玩具が提案されている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　この形象玩具は、折り曲げ可能なチェーン状のフレーム部材を折り曲げた上で付属部材
を取り付けることにより、新たな形態を得ることができるようにしたものである。
【特許文献１】特許第３６５２６５３号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案が解決しようとする問題点は、上述の形象玩具はフレーム部材の折り曲げ方を変
えて付属部材を取り付ければ別の形態を構築することはできるが、その形態から他の形態
に変えることはできず一旦付属部材を外して新たにフレーム部材の形状を変えて改めて付
属部材を付け替えなければならないもので、形態を変えることはできるが従来の形態変化
玩具のように１つの形態から他の形態に可逆的に変えることはできない点であった。
【０００５】
　本考案は、上記問題点を解決し、ユーザーが玩具素体にパーツ部材を取り付けて自分で
第１の形態を構築することができ、構築した第１の形態を変化させて第２の形態に形態を
変化させることができ、単に与えられた形態変化玩具を形態変化させるだけではない、従
来の形態変化玩具にはない新しい発想で飽きのこない形態変化玩具を提供することを課題
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するために本考案に係る形態変化玩具は、以下の要件を備えることを特
徴とする。
（イ）複数の素体部材を回動可能に連結してなる玩具素体と、該玩具素体に着脱可能なパ
ーツ部材とから構成されていること
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（ロ）上記素体部材には上記パーツ部材を装着する装着部を設けたこと
（ハ）上記玩具素体の装着部に上記パーツ部材を装着することにより第１の形態の玩具を
構成すること
（ニ）上記第１の形態の玩具は第２の形態の玩具に可逆的に形態を変化させることができ
ること
【０００７】
　なお、前記パーツ部材は形態変化可能な形態変化部材と、第１の形態時に玩具素体を装
飾する装飾部材とから構成されていてもよい。
【考案の効果】
【０００８】
　請求項１の考案によれば、玩具素体にパーツ部材を取り付けて第１の形態の玩具を構築
でき、この状態の玩具を第２の形態の玩具に形態を変化させることができ、第１の形態の
玩具に戻したときにはパーツ部材を取り替えることにより異なった形態の第１の形態変化
玩具を構築することができ、従来の形態変化玩具のように、既に第１の形態が出き上がっ
ている形態変化玩具では味わえない新しい発想で、飽きのこない形態変化玩具を提供する
ことができる。
【０００９】
　請求項２の考案によれば、第１の形態から第２の形態に変化させる際、パーツ部材自身
が形態を変化する形態変化部材に加え、第１の形態時にその外観を装飾する装飾部材を設
けたので、第１の形態時に玩具素体がむき出しにならず、外観をよりリアルに仕上げるこ
とができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１は、本考案に係る形態玩具の玩具素体Ａを示し、この玩具素体Ａは、素体部材であ
る頭部素体１、胴体部素体２、腰部素体３、腕部素体４、脚部素体５を連結してなるもの
で、胴体部素体２には頭部素体１、腰部素体３、腕部素体４がそれぞれ回動可能に取り付
けられ、腰部素体３には脚部素体５が回動可能に取り付けられ、全体としてロボットの骨
格を模して形成されているものである。
【００１１】
　胴体部素体２の上部両側には肩部材８が前後、上下方向に回動可能に取り付けられ、肩
部材１０には腕部素体４を構成する上腕部材１０、前腕部材１１、手部材１２が互いに回
動可能に連結され、腰部素体３の下部両側には、脚部素体５を構成する大腿部材１５、す
ね部材１６、足部材１７が互いに回動可能に連結されている。
【００１２】
　上記各素体部材にはパーツ部材Ｂを装着する装着部Ｃが形成されている。この装着部Ｃ
は嵌合凹部で構成され頭部素体１には嵌合凹部ｃ１、胴体部素体には嵌合凹部ｃ２、腰部
素体には嵌合凹部ｃ３、腕部素体には嵌合凹部ｃ４、脚部素体には嵌合凹部ｃ５がそれぞ
れ形成され、各素体部材を連結してなる玩具素体Ａは装着部Ｃを備えたものとなっている
。
【００１３】
　なお、上記パーツ部材Ｂは形態変化可能に構成された形態変化部材Ｂ１と、形態は変化
しないが玩具素体Ａをよりリアルにするために玩具素体Ａを装飾する装飾部材Ｂ２とから
構成されている。
【００１４】
　これらのパーツ部材Ｂには素体部材の装着部（嵌合凹部）Ｃに装着するための嵌合凸部
（図示せず）が形成されている。
【００１５】
　上述の玩具素体Ａに設けられた装着部（嵌合凹部）Ｃに、形態変化可能な形態変化部材
Ｂ１と、形態は変化させることはできないが、玩具素体Ａがむき出しにならないようにし
て、第１の形態がよりロボットに近い状態に仕上げる装飾部材Ｂ２とを装着することによ
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り、図２に示すような、第１の形態の玩具Ｄ１であるロボットの形態を構築することがで
きる。
【００１６】
　この状態では、例えば、ロボットの顔を模した装飾部材Ｂ２を頭部素体１に取り付けれ
ば頭部素体１が剥き出しにならずリアル感を高めることができるし、形態を変化させる形
態変化部材Ｂ１を脚部素体５に取り付けた場合は、例えば、図３に示すように、第１の形
態の玩具Ｄ１をうつ伏せに倒して、足部１７を回動させて、ボンネット部を構成する形態
変化部材Ｂ１の下部に収納し、ラジエーターグリル部材ｂ１を前に回動させれば、ボンネ
ット部材ｂ２の前に配置することができ、右半分のボンネット部に変化させることができ
るようになっており、全ての形態変化部材Ｂ１を形態変化させるとともに、玩具素体Ａを
その変化に対応させて折り曲げたり、回転させることにより、図４に示すような、第２の
形態の玩具Ｄ２であるコンボイを模した走行玩具に形態を変化させることができる。
【００１７】
　上記第２の形態の玩具Ｄ２は、形態変化部材Ｂ１の形態を元に戻すように変化させると
ともに、玩具素体Ａも同様に折り曲げ、回転をして元に戻すことにより、ロボットの形態
である第１の形態の玩具Ｄ１に戻すことができ、ロボットの形態になった状態で、形態変
化部材Ｂ１、装飾部材Ｂ２を玩具素体Ａから外すことにより、元のロボットの骨格を模し
た玩具素体Ａの状態（図１参照）に戻すことができる。
【００１８】
　また、上述の玩具素体Ａの装着部Ｃに、他の形態変化部材Ｂ１、装飾部材Ｂ２を取り付
けることにより、図５に示すような、別の形の第１の形態であるロボットを構築すること
ができる。
【００１９】
　上述のコンボイと同様に、全ての形態変化部材Ｂ１を形態変化させるとともに、玩具素
体Ａをその変化に対応させて折り曲げたり、回転させたりすることにより、図６に示すよ
うな、第２の形態である乗用車を模した走行玩具に形態を変化させることができる。
【００２０】
　上述したように、玩具素体Ａにはパーツ部材Ｂを装着する装着部Ｃを多数形成し、この
装着部Ｃである嵌合凹部に形態変化部材Ｂ１、装飾部材Ｂ２に形成された嵌合凸部を嵌め
合わせることにより、第１の形態であるロボットの形態を構築することができ、この状態
から形態変化部材Ｂ１、玩具素体Ａを回動させたり、スライドさせたりして部品相互の関
係を変えることにより、第２の形態である走行玩具の形態に形態を変化させることができ
、第２の形態から第１の形態であるロボットの形態にもどすことができ、さらに第１の形
態であるロボットの形態から形態変化部材Ｂ１、装飾部材Ｂ２を取り外すことにより、玩
具素体Ａに戻すことができるので、この状態で他の形態変化部材、装飾部材を取り付ける
ことにより、他の第１の形態に変化させることができ、この状態で所定の操作をすること
により、第２の形態である他の走行玩具の形態に形態を変化させることができる。
【００２１】
　この形態変化玩具によれば、従来は第１の形態（走行玩具）から第２の形態（ロボット
）の形態に可逆的に形態を変化させるものであり、単に形態を変化させるだけの遊びしか
できないが、玩具素体に形態変化部材、装飾部材を取り付けることにより第１の形態であ
るロボットの形態を構築し、ロボットの形態から第２の形態である走行玩具の形態に、形
態を変化させることができるので、第１の形態を構築する楽しみ、第１の形態から第２の
形態に形態を変化させる楽しみが生まれ、従来の形態変化玩具では想像できない新しい発
想の形態変化玩具を実現することができる。
【００２２】
　なお、第１の形態と第２の形態とはロボットと走行玩具とに限定されず、動物と飛行機
等の他の形態であっても構わない。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
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【図１】本考案の玩具素体の構造を説明する正面図
【図２】上記玩具素体にパーツ部材を取り付けた状態の第１の形態の玩具を説明する正面
図
【図３】上記パーツ部材の一例を説明する第１の形態の玩具の一部を示す側面図
【図４】上記形態変化玩具の第２の形態を示す斜視図
【図５】第１の形態の玩具の他の例を示す正面図
【図６】上記他の例の第１の形態の玩具を第２の形態の玩具にした状態を示す斜視図
【符号の説明】
【００２４】
　１　　頭部素体
　２　　胴体部素体
　３　　腰部素体
　４　　腕部素体
　５　　脚部素体
　Ａ　　玩具素体
　Ｂ　　パーツ部材
　Ｃ　　装着部（嵌合凹部）
　Ｄ１　　第１の形態の玩具
　Ｄ２　　第２の形態の玩具

【図１】 【図２】
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